
③住民参加型の	
地域包括ケアシステム構築	

プロジェクト	

超高齢社会に向けて、地域包括ケアを正しく理解し、	
住民、行政および専門職が連携して地域包括ケアシステムを構築し、	
各人が自分の役割を積極的に実践する。	
そのために、人材育成としてマイスター養成講座を企画した。	

	・第8期：地域包括医療・地域活性化マイスター養成講座（南砺市）（8年間で350名）	

	・第3期：健康まちづくりマイスター養成講座（富山市）（3年間で313名）	

	・第2期：地域包括ケア活性化マイスター養成講座（朝日町）（2年間で90名）	
	・第1期：健康なまちづくりマイスター育成事業（高岡市） （2年間で69名）	

（人材育成：3年間で612名、8年間で822名）	

	



地域包括ケアシステムモデル：Community-Campus	Partnership	for	Health	Care	
「南砺市モデル：地域・大学パートナーシップモデル｣	

実践の姿：8年間の状況	
「みんながイキイキ」	
8年間：人材育成の継続	
10か年計画で400名以上のマイスターを養成した。	
介護保険全国サミットを成功させた。	
8年間のまとめ：	
①地域医療再生マイスター養成講座（第1-8期）：350名のマイスターが誕生	
②南砺の地域医療を守り育てる会：第1回-第22回：年3回のペースで開催	
③各グループの取り組み：毎回発表し、継続的な取り組みとなっている	
④行政-住民-医療者の連携が目に見える形になりつつある。	
継続のステップ：	
ステップ１：自己の意識・思考改革：“自分ごと”	4画面思考法	
ステップ２：グループ活動：講座でのグループ内意見交換、各グループ活動	
ステップ３：発表する場：守り育てる会、グループ間交流	
ステップ４：行政-住民-医療者の連携：行政の力、南砺市全体への広がり	
ステップ５：取り組みの評価：成果がでているか、評価基準	

キーワード：	
人が育つことは楽しい	

『教育空間』創成	
南砺市	

①地域医療再生マイスター養成講座	
（第1-8期）：350名のマイスターが誕生	

②南砺の地域医療を守り育てる会	
第1回-第22回：年3回のペースで開催	
	

③各グループの取り組み	
1)地域で医師養成：	
　　家庭医養成プログラム	
　　（富山大学総合診療部-南砺市民病院連携）	
2)地域で訪問看護・リハ養成：	
　　ナースプラクティショナー的ナース養成講座	
3)なんと住民マイスターの会（住民グループ）	
　　思い出ガイド養成講座	

4)五箇山グループの取り組み（住民グループ）	
　　栃餅作り講座	

5)認知症ケアの取り組み（地域包括支援センター）	
6)包括医療・ケアWGの取り組み（行政）	
7)その他	

地域包括ケアシステムの構築へ	
④行政-住民-医療者の連携	
地域包括医療・ケア局の設置	

田中南砺市長	

8年前の医療崩壊からスタート：	
①医師不足、診療科の偏在、②病院の診療所化、②高齢化率、③医療人と住民の意識の乖離	
→南砺市は、十分な医師確保が期待できないこの10年間、今後の医療崩壊を阻止するために	
医療人と住民が連携し、ともに地域医療を守る努力が必要である。しかし、約2年間の在宅医療
推進セミナーの講演活動のみでは行動は起こらなかった。	 d	（受動的な）セミナー×	

（能動的な） 改革の輪	

（能動的な）行動改革	

（能動的な）意識・思考改革	

2016.10月　現在	



（第8期:2016年(平成28年)）	
南砺市地域医療・地域活性化マイスター養成講座	

会場：南砺市役所福野庁舎　2階　講堂               時間：午後6時30分～9時	
実施日程：	

	第1回　平成28年9月16日（金）近藤修司先生 	第2回　平成28年9月30日（金）堀田聡子先生	
	第3回　平成28年10月14日（金）南眞司先生 	第4回　平成28年10月28日（金）井階友貴先生	
	第5回　平成28年11月11日（金）まとめ（山城）　　　	



11�

　  質の高い魅力的な市民生活づくり　～公民連携による健康拠点の整備～�

　地域包括ケア施設の整備を含む旧総曲輪小学校跡地活用事業については、市有地の有
効活用及びコスト削減、都市機能の整備等の観点から、事業者の自由提案により、公共施
設との相乗効果が期待できる民間施設を整備�
�

2017年(平成29年)4月開業：　総合診療医3名派遣予定	



オランダの地域ケア（ビュートゾルフ）の研究	
地域包括ケアステーションの実証開発プロジェクト後	

南砺市と富山市で継続	

2014年3月にオランダの地域ケア（ビュートゾルフ）の研究を開始し、	
9月に第1回オランダ研修に参加した。2015年3月よりオレンジクロス財団主催の	
地域包括ケアの実証開発プロジェクトに参加した。富山県からは	
富山市と南砺市が参加し、大学はバックオフィス機能として取り組んでいる。	

1.  南砺市：井波地区の地域包括ケア推進	
2.  富山市：まちづくりマイスター継続研修会（富山市中央保健福祉センター）	
3.  合同会議：南砺市の住民意識調査の計画	

南砺市チーム会議	富山市チーム会議	




